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  第一節 九条兼実の理想 
  第二節 院近臣に対する認識とその変容 
  第三節 『愚管抄』への影響 
第二章 慈円の意図－「武者ノ世」における正統性の創出－ 
    第一節 『愚管抄』に見られる九条兼実像 
   第二節 外戚への関心 
    第三節 「武者ノ世」と人材 
    第四節 「慈円書状」との比較 
第三章 九条道家の願文にみる家の意識－君臣合体と一流繁昌－ 
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    第一節 承久・寛喜期の願文にみる道家の思想 
    第二節 天福期の願文にみる君臣合体 
    第三節 嘉禎期の願文 
第四章 九条道家の願文にみる家意識の変容 
    第一節 九条道家の立場の変化と一条実経・九条忠家への相続 
    第二節 危機における摂家将軍観と慈円の思想 
    第三節 家祖としての九条兼実とその功績 
第五章 九条道家の願文の特質－慈円の願文の影響と近衛家の願文との比較－ 
    第一節 慈円の願文の影響 
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である。 
  九条家の家意識という観点の分析は評価できるが、そのことが検討対象や、九条兼実・
道家・慈円に関する思想を矮小化した側面のあることは否定できないのではないか。例え
ば、『愚管抄』の歴史観に関しては「百王思想」や「漢家」の道理と「日本の道理」の対
比などの特有の思考がみられること。こうした歴史観が道家をはじめとする九条家の人び
とに影響を与えているのか、継承されているのか、という観点がまったく見られないので
ある。 
  以上の通り、本論文には課題や問題点も少なからず指摘できる。しかし、本論文におい
て、自家に対する認識を、家意識の形成と展開という形でとらえることにより、自らが属
する家(摂関家としての九条家)とそれを取り巻く政治的・社会的現実から生じることとな
る様々な認識や思想を考察、指摘している。従来の単調な政治史、思想史研究では決して
できなかった分析であり、特色の指摘である。よって審査員は一致して、本論文を博士（文
学）の学位を授与するにふさわしいものと認める次第である。 
 
 
 
